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ワイヤレス電力伝送(WPT)は、既に携帯端末機器等で実用化が始まっており、電気自動車や

家電の充電など、より広範囲の実用化に期待が高まっています。一方、WPT 利用周波数の国際

協調、相互接続性のための標準規格化など制度の整備も重要であり、各標準規格化団体等にお

いて活発に進められています。 
今回の電波利用懇話会では、ブロードバンドワイヤレスフォーラムに設けられたワイヤレス

電力伝送ワーキンググループのリーダーであり、ワイヤレス電力伝送の実用化の研究開発に長

年従事されてきた株式会社東芝の庄木 裕樹氏をお迎えし、ワイヤレス電力伝送技術の国際協

調や標準化の最新の動向について、ご講演を頂きます。 
会員の皆様には、是非ともご参加下さいますようにご案内申し上げます。 

 
記 

 
1 日  時: 平成 28 年 6 月 28 日(火) 午後 2 時から 3 時 30 分まで 
2 場  所: 一般社団法人電波産業会 会議室 
 東京都千代田区霞が関一丁目 4 番 1 号 日土地ビル 11 階 
3 題  名: ワイヤレス電力伝送技術に関する国際協調や標準化の動向 
4 講  師: ブロードバンドワイヤレスフォーラム  
 ワイヤレス電力伝送ワーキンググループ リーダー 庄木 裕樹 様 
 （㈱東芝 技術統括部技術企画室 参事） 
5 対  象: ARIB 正会員及び賛助会員 
6 参 加 者: 70 名程度（定員になり次第締め切らせていただきます。） 
 

No.1028 2016 年 6 月 6 日 
5 月 15 日～6 月 15 日は「情報通信月間」です 

期間中は、「ICT で未来につなぐ 安心安全いきいき社会」をテーマに、情報通信

の普及・振興を図ることを目的として、「記念中央式典」をはじめ、全国各地で情報

通信に関する様々な行事が開催されます。ARIB でも情報通信月間行事として本年も

「電波の日記念講演会」を 5 月 23 日に開催しました。また 7 月 15 日には「周波数資

源開発シンポジウム 2016」の開催を予定しています。 

第 141 回電波利用懇話会開催のお知らせ 
「ワイヤレス電力伝送技術に関する国際協調や標準化の動向」 
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7 申 込 先: 当会ホームページ（http://www.arib.or.jp/）の「講演会等開催案内」まで 
8 参 加 費: 無料 
9 問合せ先: 企画国際部 電波利用懇話会事務局 小田島 まで 
 TEL: 03-5510-8592 E-mail: arib-seminar2016@arib.or.jp 
 
 
 
 
 
1 日  程 ： 2016 年 5 月 23 日（月）～24 日（火） 
2 場  所 ： スイス ジュネーブ ITU 本部 
3 参加者 ： 

世界各国政府、民間組織、国際機関等から 170名超が参加。日本代表団として、総務省移動

通信課大村係長を団長に 8 名が参加。電波産業会からは移動通信グループの加藤が参加。 
 

4 会合の目的 ： 
2019 年開催予定の世界無線通信会議(WRC-19)にて、5G システムに向けた 24.25-86GHz

帯の周波数割当検討が議題に挙げられており、本 TG5/1 は本議題における無線システム間共

存検討、共用検討を行うためのグループとして ITU-R SG5（地上業務研究委員会）配下に

2016 年 5 月に設置され、今回が第一回目の会合となる。 
 

5 主要結果 ： 
今後の活動に向け、主に検討体制（WG の構成、議長の選出等）、今後の作業計画等に関し

て議論が行われた。本会合での主な内容は以下の通りである。 
(1) 検討体制： WRC 準備会合第 2 回(CPM19-2)に向け検討結果を文書化する WG、及び

共用検討等を行う WG を 3 周波数帯に区分し（30GHz 帯、40/50GHz 帯、70/80GHz 帯）

に設置することとし、併せて議長を選出した。 
(2) 他の研究委員会へのリエゾン文書の作成： 他の研究委員会（WP5D 等）に本会合への情

報入力を依頼するリエゾン文書を作成した。 
(3) 今後の作業計画： 第2回会合は他の研究委員会からの情報入力期日を考慮し2017年4
月以降とし、2018年前半までに 5～6回会合を設けることとした。具体的な日程は継続調整

となった。 
 
 

 
 
第 66 回「電波の日」（平成 28 年 6 月 1 日）・平成 28 年度「情報通信月間」（同年 5 月 15

日から 6 月 15 日まで）に当たり、平成 28 年 6 月 1 日に帝国ホテルで開催された、平成 28
年度「電波の日・情報通信月間」記念中央式典において、情報通信の発展に貢献した個人およ

電波の日・情報通信月間表彰において、当会関連団体が受賞 

ITU-R TG5/1 第１回会合の概要 
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び団体に対する表彰が行われ、当会関連団体が第 66 回「電波の日」総務大臣表彰を受賞いた

しました。 
受賞者の功績は以下の通りです。 

団体名 功績の概要 

電波環境協議会・医療機関における電波

利用推進部会 
（座長：加納 隆） 

医療機関における適正な電波利用の推進を図

るため、有識者、関係事業者、関係団体、関係省

庁により、医療機関における電波環境改善方策や

電波管理体制充実方策等に関する検討を実施し、

平成 28 年 4 月に報告書及び手引きを取りまとめ

るなど、医療分野での電波利用に多大な貢献をし

た。 

※第 66 回「電波の日」総務大臣表彰としては他に個人 3 件の受賞がありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授与された表彰状 

 
 

 
 

6 月 3 日(金)、当会会議室において第 16 回理事会を開催し、平成 27 年度の事業報告及び決

算、第 6 回定時総会の開催等について審議し、事務局提案のとおり承認又は可決して滞りなく

終了しました。 
第 16 回理事会において、承認又は可決された事項の概要は、次のとおりです。 
 

1 平成 27 年度の事業報告及び決算について 
平成 27 年度の事業報告及び決算について承認の上、定時総会に付議することとされまし

た。 
2 公益目的支出計画実施報告書について 

毎事業年度経過後 3 箇月以内に内閣総理大臣あてに提出することとされている公益目的

第 16 回理事会の報告 
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支出計画実施報告書について承認の上、定時総会に付議することとされました。 
3 第 6 回定時総会の開催について 

第 6 回定時総会は、平成 28 年 6 月 27 日（月）午後 3 時 30 分からホテルニューオータ

ニにおいて、平成 27 年度の事業報告及び決算、役員等の選任などを議題として開催するこ

とが可決されました。 
4 その他の報告事項等 

理事の職務執行状況報告、規定類の整備及び理事会決定に基づき会長に一任された入会

承認等の実績報告等が行われました。 
 

 
 

6月  6日 （月） デジタル放送システム開発部会 主任会議 

6月  6日 （月） 高度無線通信研究委員会 モバイルパートナーシップ部会 第 40 回 
6月  7日 （火） 素材伝送開発部会 地上無線素材伝送作業班 
6月  8日 （水） 第 30 回調査統計小委員会 

6月  8日 （水） デジタル放送システム開発部会 開発部会 
6月  8日 （水） 素材伝送開発部会 ミリ波素材伝送 TG 
 
 
 
参加を予定している会合はありません。 
 
 
 
 
 
 
 
総務省では、ロボットにおける電波利用の高度化に係る技術的条件について、平成 28 年 3

月 22 日に情報通信審議会から一部答申を受けたところです。 
これを踏まえ、今般、無人移動体画像伝送システム（ロボット用画像伝送システム）の導入

に当たり、当該システムの電波法令に基づく許認可等に係る審査基準を整備するため、電波法

関係審査基準の一部改正案を作成しましたので、当該改正案に対して意見を募集しています。 
 
詳細については【平成 28 年 5 月 30 日の総務省報道資料】をご覧ください。 

今週の ARIB 内会合（6 月 6 日～6 月 10 日） 

今週の国際会合（6 月 6 日～6 月 10 日） 

電波法関係審査基準の一部を改正する訓令案に係る意見募集 

－ロボットにおける電波利用の高度化に係る審査基準の改正－ 

【平成 28 年 5 月 30 日発表】 

〠100-0013 東京都千代田区霞が関一丁目4番1号 日土地ビル11階 
                TEL 03-5510-8590  FAX 03-3592-1103 
                http://www.arib.or.jp  E-mail arib_news@arib.or.jp 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban14_02000257.html

